
№ ー 4 ー

歳　　　　入 歳　　　　出

一　　般　　会　　計 ４４億４，９４４万９千円 ４３億９，８８５万４千円

特　

別　

会　

計

介 護 保 険 会 計 ４億８，４４１万７千円 ４億５，１７４万６千円

国民健康保険事業会計 ７億４，７３８万円 ６億５，５４２万４千円

後期高齢者医療会計 ７，４０６万円 ７，４０６万円

下 水 道 事 業 会 計 ２億４，３９１万円 ２億４，３１２万５千円

合　　　　　計 ５９億９，９２１万６千円 ５８億２，３２０万９千円

水道事業会計　収益的収支 １億５，７１３万４千円 １億５，１６７万円

各　会　計　決　算　総　括　表
　

９
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
日
に
渡
っ
て
開
か
れ
た
、
令
和
元
年

度
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
佐
々
木
委
員
長
）
に
て
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
が
原
案
の
通
り

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

●総務費

　行政システム機器運用

　　　　　　３，７７５万９千円

●民生費

　老人福祉対策

　　　　　　９，６４９万９千円

　生活館管理運営・修繕等

　　　　　　１，４２０万５千円

　児童手当

　　　　　　４，６４４万２千円

●衛生費

　医療機関・団体助成

　　　　　　３，０３８万７千円

　医療費自己負担分補助等　

　　　　１億１，１２９万２千円

　ゴミ処理事業等

　　　　１億８，８６２万２千円

令和元年度に実施した主な事業

●農林水産業費　

　イチゴハウス施設等整備工事

　　　　　　　　６，９０８万円

　有害鳥獣駆除補助金

　　　　　　　　１，０３８万円

　町有林造林事業

　　　　　　３，５０７万８千円

　冬島地先小規模治山工事

　　　　　　２，８０１万３千円

　浜平宇幹線開設工事

　　　　　　４，８６４万３千円

●商工費

　アポイ山荘管理運営委託料

　　　　　　　　２，１１８万円

　アポイ山荘管理運営補助金

　　　　　　　　３，７００万円

　ジオパーク推進事業

　　　　　　１，１０９万６千円

　アポイ岳保全対策

　　　　　　１，３６８万８千円

●土木費

　道路維持・補修費

　　　　　　８，７７７万７千円

　公営住宅維持管理

　　　　　　２，１７８万４千円

　平宇団地建替工事

　　　　　　　　９，６８０万円

●消防費

　日高東部消防組合負担金

　　　　１億６，６４４万９千円

　防災費

　　　　　　１，３５１万４千円

●教育費

　英語指導助手招致事業

　　　　　　１，２９９万５千円

　幼児センター運営

　　　　　　６，５６８万４千円

　社会教育・文化振興

　　　　　　２，７９５万３千円

令和元年度様似町一般会計

及び特別会計歳入歳出決算　認定



№ー 5 ー

  

こ
れ
ま
で
の
主
な
経
緯

◆
１
月
８
日
、
厚
賀
―
大
狩
部
間

が
悪
天
候
に
よ
る
高
波
で
盛
土
流

出
（
復
旧
費
30
億
円
）

◆
９
月
12
日
、
豊
郷
―
清
畠
間
台

風
17
号
に
よ
る
高
波
で
被
災
（
復

旧
費
８
億
円
）

※
当
時
の
復
旧
費
の
総
額
38
億
円

◆
８
月
８
日
、
路
線
維
持
の
あ
り

方
議
論

Ｊ
Ｒ
北
海
道
よ
り
、
日
高
線
の
赤

字
、
老
朽
化
対
策
で
毎
年
16
億
４

千
万
円
が
必
要
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

◆
８
月
下
旬
、
豊
郷
―
清
畠
間
台

風
９
号
、
10
号
、
11
号
に
よ
る
高

波
で
再
度
被
災
（
復
旧
費
48
億
円

を
プ
ラ
ス
）

※
復
旧
費
総
額
86
億
円
と
な
り
、

老
朽
化
対
策
費
53
億
円
も
追
加
す

る
と
、
総
額
１
３
９
億
円
の
経
費

が
必
要
と
な
っ
た
。

◆
９
月
８
日
、
路
線
維
持
の
あ
り

方
議
論

Ｊ
Ｒ
北
海
道
よ
り
、
毎
年
か
か
る

16
億
４
千
万
円
の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
は
３
億
円
、
地
元
の
自
治
体

に
は
13
億
４
千
万
円
の
維
持
費
負

担
を
求
め
た
い
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

◆
２
月
18
日
、
『
Ｊ
Ｒ
日
高
線

（
鵡

川
―
様
似
間
）
の
復
旧
の
断
念
、

並
び
に
バ
ス
等
へ
の
転
換
に
向
け
た

協
議
開
始
の
お
願
い
』
が
Ｊ
Ｒ
北

海
道

（
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
）
よ
り
通
知
さ
れ
る
。

◆
３
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
日
高
線
沿
線

自
治
体
協
議
会

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
を
断
念
す
る

こ
と
な
く
、
復
旧
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

◆
４
月
12
日
、
『
Ｊ
Ｒ
日
高
線

（
鵡

川
―
様
似
間
）
沿
線
地
域
の
公
共

交
通
に
関
す
る
調
査

・
検
討
協
議

会
』
を
立
上
げ
る

（
構
成
員
、
日
高
管
内
各
町
長
・

北
海
道
運
輸
局
鉄
道
部
長
・
北
海

道
総
合
政
策
部
交
通
政
策
局
長
・

日
高
振
興
局
長
・
日
高
町
村
会
長

◆
８
月
３
日
、
町
民
移
動
実
態
調

査
を
実
施

様
似
駅
前
停
留
所
に
お
い
て
高
速

え
り
も
号
、
浦
河
方
面
・
え
り
も

方
面
行
き
路
線
バ
ス
及
び
列
車
代

行
バ
ス
搭
乗
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。

◆
10
月
９
日
、
臨
時
町
長
会
議

各
町
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
個
別
意

見
交
換
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
様

似
町
で
は
10
月
15
日
、
町
長
・
副

町
長
・
教
育
長
・
町
議
会
議
長
・

同
副
議
長
・
総
務
産
業
常
任
委
員

会
及
び
、
社
会
文
教
常
任
委
員
会

両
委
員
長
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
で
協

議
を
行
っ
た
。

◆
８
月
30
日
、
様
似
町
議
会
全
員

協
議
会

「
日
高
地
域
に
お
け
る
広
域
交
通

案
」
な
ど
臨
時
町
長
会
議
で
の
内

容
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
様
似

町
と
し
て
の
方
向
性
に
つ
い
て
議

会
と
協
議
・
意
見
交
換
を
行
っ
た

）

◆
11
月
12
日
、
臨
時
町
長
会
議

日
高
町
村
会
で
は
全
線
バ
ス
転
換

と
す
る
方
向
性
と
な
っ
た
。

◆
６
月
24
日
、
様
似
町
議
会
全
員

協
議
会

「
日
高
線
（
鵡
川
―
様
似
間
）
バ

ス
転
換
整
理
案
」
な
ど
に
つ
い
て

の
報
告
・
協
議
を
行
っ
た
。

◆
８
月
28
日
、
様
似
町
議
会
全
員

協
議
会

坂
下
町
長
よ
り
、
臨
時
町
長
会
議

に
て
「
日
高
線
（
鵡
川
―
様
似
間

バ
ス
転
換
調
整
案
」
を
概
ね
了
承

し
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
の

バ
ス
転
換
に
向
け
て
協
議
中
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
10
月
９
日
の
町
議
会
臨

時
会
後
に
坂
下
町
長
よ
り
、
直
近

に
行
わ
れ
た
臨
時
町
長
会
議
で
廃

止
に
つ
い
て
大
筋
の
合
意
を
し
、

10
月
23
日
に
バ
ス
転
換
の
締
結
式

が
行
わ
れ
る
予
定
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

《
平
成
30
年
》

《
令
和
２
年
》

《
平
成
28
年
》

《
平
成
29
年
》

《
平
成
27
年
》

《
令
和
元
年
》

今後の課題

。

。

　バス転換後の 18 年間、運行等に係わる経費 20 億

円をＪＲ北海道が負担する。その中にバスターミナル

施設（約５千万円）を４か所建設する内容も含まれて

いるが、詳細な内容については現在検討中とのこと。

◎バスターミナルの建設について

　バス転換の運行経費と併せ、ＪＲ北海道からは日高

管内７町に５億円の支援金が交付となる予定だが、各

町の配分内容については、まだ確定していない。

◎地域振興に係わる財政支援５億円の管内
　７町の配分内容について

　バス転換の運行ダイヤについては、ＪＲ

北海道バス・道南バス等が実際に運行する

こととなるため、各会社の事情を考慮して

決定する形となる。現在、詳細な内容につ

いては決定していない。

◎運行ダイヤについて

　令和２年１０月２３日、 日高町で行われた締結式を終え、 正式にＪＲ日高線は廃止が決定しました。 今後

は令和３年４月１日からのバス転換に向けて、 より細かな協議が行われることとなります。 そこで今回、 廃

止までの経緯と、 バス転換に向けての課題について触れていきたいと思います。

）

※
10
月
の
町
議
会
臨
時
会
の
審
議
に
つ
き
ま
し

　

て
は
、
次
号
第
７
号
に
て
掲
載
予
定
で
す
。


